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地域推薦⼊学実績（2016年〜2021年）
推薦市町村 ⼈数 推薦市町村 ⼈数
都城市 ５⼈ ⾼原町 １⼈
延岡市 ４⼈ ⾼鍋町 １⼈
⽇南市 ３⼈ 新富町 ２⼈
⼩林市 ２⼈ 都農町 ３⼈
⽇向市 ２⼈ 美郷町 ２⼈
串間市 ２⼈ ⾼千穂町 １⼈
⻄都市 ３⼈
えびの市 ３⼈
＊2016年〜2021年の６年間で

14の市町村の推薦を受けて、３４名の学⽣が⼊学している



地域推薦⼊学⽣の卒業後進路（2016年⼊学〜2018年⼊学）

注）2018年⼊学⽣は現段階の⾒込み

＊学⽣のキャリア志向の変化、推薦地域の採⽤の状況等により推薦地域内以外の就職先
も⾒られるが、学⽣、市町村、教員との⾯談を重ね、合意の上、就職先が決定されている。

推薦地域内医療機
関看護師 ９⼈

推薦地域以外県内医
療機関看護師 ２⼈

助産師資格取得のため
進学 ２⼈

推薦地域がある⼆次医療
圏内医療機関看護師

１⼈

推薦市町村保健師
１⼈

推薦地域がある⼆次医療圏
内市町村保健師 １⼈



⼤学での⽀援実績
■５⽉、10⽉︓地域推薦⼊学⽣⽀援部会メンバーが地域推薦⼊学⽣全員に対して個別⾯

接推薦地域⽀援者との⾯談状況や地域活動の状況、学⽣⽣活や就職に対する考えを確認

■7⽉︓学⽣交流会を実施し、新⼊⽣が⼊学前課題を発表、参加した全学⽣と意⾒交換企

画、実施

■4〜6⽉︓卒業年度にあたる4年⽣に対して、推薦地域へ確実に就職できるよう、推薦地域

担当者との⾯会や就職先の候補となっている医療関連施設へのインターンシップや病院⾒学の

セッティング等のサポート



⽀援に関する展望
■⾼校卒業までの期間に推薦地域への愛着を醸成する取り組みとして推薦地域の特徴を捉え

たうえで課題を認識するという⼊学前課題を課しているが、⼊学前課題で取り組んだ内容を、学

内でプレゼンテーションする機会を設け、他の地域との共通や相違を考え、推薦地域に必要な活

動を創造できるよう⽀援する

■推薦地域の⽀援者、出⾝⾼校、保護者、推薦地域で活躍する先輩看護職者、当該学⽣

のネットワークを強化し、推移地域への愛着と地元でリーダー看護職者となっていくことの⾃覚を育

む取り組みを⾏う



課題
【地域推薦⼊試制度の⽬的】

看護職者の確保に特別の対策が必要な市町村との連携のもと、推薦を受けた地域の看護職に就き、地
域住⺠の健康を担い、将来リーダー的役割を果たすことができる優れた看護職者の育成と確保を⽬指す

■地域医療に関⼼のある学⽣をどのように⾒出していくか

■⽀援の中で地域医療への関⼼や地域のリーダーとして役⽴つ資質をどのように
育んでいくか

■地域推薦⼊試制度は出⼝（就職）を⾒越した制度。４年後の就職状況
を⾒越して⽀援していくことの難しさ
⼤学の⽀援だけでは困難。市町村の⽅々との密な連携をぜひこれから
もお願いしたい


